第　1回　施設処遇検討会議　議事録　Ｈ22.4.19

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小坂和子・上平ユリ子・須々田珠実　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村春子・馬渕豊子・小笠原嘉紀・末政絵美

　　　　　　　　　　　　　　　三浦とし子・福士一・小向達也

(欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・兵藤拓明・竹内一貴・中村文洋)

記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：藤村　翔様（青山荘利用者様）の処遇について

２：助川　隼人様（青明舎利用者様）の処遇について

３：馬渡　武光様（青風荘入所者様）の処遇について

１：藤村　翔様（青山荘利用者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点＞

①病状変化、独語、幻聴　服薬管理
・自発的に困ったことや不安等を言う事が少ない為、ストレスを抱えていないか、悩みがないかどうかを日常会話の中から聞きと取る。

・自己流の理解や解釈をする事がある為、丁寧に聞いて本人の発言を傾聴してから現実検討ができるように促す。

・症状変化を主治医、関係部署に情報提供を行う。
・事務室管理で食後に取りに来ている。その際に職員とも話す機会になっていると自ら話す事がある為、評価しつつ継続する事としている。

・外泊時に服薬ボード事、持ち帰る。服薬確認は残包で行う事としている。
②日中活動と他者交流
・デイケア利用日は月曜日、木曜日の週2回。通所プログラムに慣れる事を目標に参加している。できた事の内容を確認して評価する。

・他者交流は自発的に話題を見つけて話しかけるのが苦手としているのでSSTを活用し気軽に会話が行えるよう促す

・青山荘内にいる時はパソコンワード打ちで調理教室の担当表作成、他者を誘い散歩、買物をして交流できるよう支援する

・休日は他者とWiiのゲーム、カラオケを行い楽しみながら交流しストレス発散の場になるよう設定する。
③健康管理、散歩、体重

・入所時85kgの体重が3/4現在79.5kgに減少している。

・本人の希望で75kg前後を目標としていて、体重管理と運動も兼ねて青山荘内に在所時は毎日行う事としている。
＜評価＞

　今回の処遇検討会に出てきた内容では具体的な目標が明確となっていない。青山荘に入所して、半年が経過し、服薬に関しては忘薬や怠薬も無い為、今後段階を踏みながら服薬の自己管理へのステップを図っていく。対人関係を苦手としている部分も見られるため、青山荘でのSSTやデイケアの通所を通じて、改善を図っていく。また現在のデイケアの日数は週２日しかなく、それ以外は入浴、洗濯など以外は、自室で過ごしているため、本人と面談を定期的に行い、デイケアへの動機付けや図っていき、病状の変化が見られた場合にはすぐに主治医に情報提供を行っていく。

２：助川　隼人様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①就労支援（継続）

・毎月第1月曜日に定期訪問を行い、訓練状況を確認。

・作業において、事業所ならびに本人より不安な面などが挙げられた際は、その都度作業の同行支援を行い、本人または事業所へ作業の仕方などのアドバイスを行う。

・精神症状が見られる時は状況確認を速やかに行い、主治医へ報告する。その際は関係機関へも情報提供を行う。（みちのく記念病院・八戸保健所・パンションリヴィエラ・うみねこ幸房）

・毎月、自己評価と事業所評価をして頂き、照り合わせと振返りを行う（評価表は社会適応訓練の評価表の抜粋）
②訓練日数を増やす事による障害、課題となりうるものを予測し、対処、支援を検討。
・体力的な面で不安がある際は、日数の再調整を行うとともに日中活動に運動などの活動を組み込むようアドバイスをする。

・収入が増えることでの金銭使途を確認。必要時は、アドバイスを行う。

・一週間の活動をスケジュールにおこし、日課の整理とサイクルの安定を図る。

・症状の出現（ストレス）などに関しては、引き続きうみねこ幸房での観察や評価で情報提供をしていただき、早期に対応をしていく。

・事業所と6ヶ月スパンでの目標達成の擦り合せを行い、雇用（パート）への目標を図る。
＜評価＞

　以前に比べ本人の就労意欲は増してきている。しかし社会適応訓練事業としてのメニューがなく、本人が行う事ができる仕事も限られている。それに加え、マリエントに新人の職員が入り、今以上に本人が行っていた仕事がなくなってきている。また事業所側としても、今後の雇用は難しいとはっきりと話している。本人はマリエントの就労について「楽しい」と話しているが、今後のことを考えると別の就労先を検討していく必要がある。本人も別の事業所にすることについて特に拒否などはないため、新しい就労先を見つけるまでの間、今まで通りマリエントでの就労を行っていく。

３：馬渡　武光様（青風荘入所者様）の処遇について
病名：統合失調症　　　　　　　　合併症：糖尿病

＜問題点＞

1 生活全般のマナーの改善

（喫煙マナーを守らない・ゴミ箱をあさる・食べ物を口の中いっぱいに詰め込んで食べる）

・ゴミ箱の中は食べ物のゴミだけでなく、色んなゴミが混じっていて不衛生であることを説明していく。また場合によっては感染症の病気になる可能性もあることを説明する。
・場面の都度、声を掛けや学習の場を設けて説明し、何度も繰り返し行なう。
・食事の際も咳き込みながら食べないよう、また、他者に食べ物が飛ばないよう手で口周りを被う必要があることを説明する。

②基本的な保清が出来ない

・見た目は汚れが目立たないようでも、襟ぐりや袖口を確認するよう伝え、一見汚れが見えない感じでも皮脂や臭い等があることを説明する。

・周りに不快感を与え、迷惑なことを説明していく。

・定期的な更衣や洗濯が必要なことを本人に分かりやすく説明する。（袖口や裾・襟などの汚れ）

＜評価＞

　生活マナーの改善や基本的な保清は長期入院によって出来上がってしまったスタイルであり、改善には長期間の指導や援助を要する。それよりも物を大切に最後まで活用するなど、本人の良い部分に目を向け、今後の生活を楽しんでいただけるように支援を行っていく。新体系移行後に本人がどのような場所で生活していくのかが課題となっている為、本人や家族と相談を行いながら具体化を図っていく。







